
住民基本台帳（前月比）
計 42,976 （−33）
男 20,277 （−18）
女 22,699 （−15）

世帯数 18,005 （＋13）

※65歳以上人口
計 14,310人  男 6,121人  女 8,189人
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地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
策
定

を
進
め
て
い
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お

よ
び
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
去

る
９
月
定
例
会
に
お
け
る
市
議
会

で
の
議
論
や
、
市
民
の
皆
様
、
関

係
団
体
お
よ
び
有
識
者
に
よ
る
推

進
協
議
会
か
ら
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
市
の
将

来
人
口
に
つ
い
て
、
自
然
減
対

策
に
よ
り
合
計
特
殊
出
生
率
を

２
０
５
０
年
ま
で
に
市
民
の
希
望

出
生
率
で
あ
る
２
・
45
ま
で
回
復

さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
減
対
策

に
よ
り
進
学
や
就
職
に
伴
う
若
年

層
の
市
外
転
出
を
抑
制
し
、
社
会

移
動
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
均
衡

さ
せ
る
こ
と
で
、
２
０
６
０
年
に

国
勢
調
査
の
人
口
で
３
万
人
の
確

保
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

総
合
戦
略
素
案
で
は
、
本
市
の

強
み
を
最
大
限
活
用
し
、
新
た
な

視
点
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
群

を
構
築
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
若
者

が
希
望
を
持
っ
て
働
き
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
豊
か

な
暮
ら
し
が
次
世
代
へ
と
つ
な
が

る
吉
野
川
市
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

　
　

　

本
市
に
お
い
て
は
、
合
併
特
例

債
や
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

な
ど
、
有
利
な
財
政
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

行
財
政
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
よ
る
、
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
大
や
老
朽
化
し
た

社
会
資
本
の
更
新
に
、
市
の
財
政

負
担
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
市
税

は
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
の

影
響
な
ど
も
あ
り
、
増
収
は
期
待

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
「
合
併

算
定
替
」
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

減
額
さ
れ
て
お
り
、
平
成
31
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
減
額
累
計
見
込

み
は
約
19
億
円
程
度
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
本
市
の

財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
型
交
付
金
を
始
め
、
新

年
度
予
算
に
向
け
た
国
の
施
策
の

動
向
を
注
視
し
、
市
独
自
の
「
地

方
創
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
認
識
の
も

と
、
平
成
28
年
度
予
算
を
編
成
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

　
　

　

平
成
24
年
６
月
に
「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改

正
」
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
過
疎
地
域
」
に
該
当
す
る
「
美

郷
区
域
」
で
は
、
合
併
後
も
「
過

疎
計
画
」
を
策
定
し
、「
過
疎
債
」

を
活
用
し
な
が
ら
、産
業
の
振
興
、

交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
施
策
を
展
開
し
、
こ
れ

ら
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ

り
、
集
落
機
能
の
一
層
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
郷
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境

や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
・
文

化
な
ど
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用

し
、
都
市
住
民
と
の
交
流
人
口
の

増
加
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

産
業
の
振
興
に
よ
り
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
、
地
域
住
民
が
誇

れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、県
の「
過

疎
地
域
自
立
促
進
方
針
」
と
の
整

合
性
を
図
り
、
今
後
５
年
間
を
目

標
と
す
る
新
た
な
「
吉
野
川
市
美

郷
区
域
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
を
中
心
と
す
る

中
心
市
街
地
の
再
生
は
、
本
市
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。
本
年

５
月
、
駅
前
市
街
地
の
中
心
部
に

位
置
し
、
市
街
地
の
核
と
な
る
公

益
施
設
で
あ
っ
た
「
麻
植
協
同
病

院
」
が
、
吉
野
川
遊
園
地
跡
地
へ

移
転
し
、
周
辺
地
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
旧
麻
植
協
同
病
院
跡
地
」

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
周
辺
市

街
地
と
の
一
体
的
な
活
性
化
策
を

検
討
す
る
中
で
、
整
備
手
法
な
ど

の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
、「
賑
わ
い
の
拠
点
」
と
し
て

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
、
そ
の
賑
わ
い
を
中
心

市
街
地
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
、
中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
権
者
や
商

業
者
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企

業
、交
通
事
業
者
な
ど
、地
域
住
民・

団
体
等
主
導
の
検
討
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
を
活
用
し
、
駅
前
市
街
地
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
空
き
店
舗
の
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
方
針

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
市政の窓

　11月30日の平成27年12月
吉野川市議会定例会開会日、
川真田市長は、平成27年度の
これまでの成果と今後の市政
運営方針について、その所信
を表明し、市民の皆さんや市
議会に理解と協力を求めまし
た。要旨は次のとおりです。
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●
統
合
小
学
校
、
こ
ど
も
園
整
備

　

平
成
30
年
４
月
に
開
校
す
る
川

田
・
美
郷
地
区
の
４
小
学
校
の
統

合
小
学
校
名
を
「
高
越
小
学
校
」

に
、
４
幼
稚
園
・
２
保
育
所
を
統

合
し
た
認
定
こ
ど
も
園
名
を
「
高

越
こ
ど
も
園
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、

正
式
な
決
定
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
整
備
に
つ
い

て
は
、
山
川
東
部
地
区
の
市
立
山

瀬
幼
稚
園
と
私
立
山
川
東
保
育
所

を
私
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
に
再
編
し
、
平
成
30
年
４
月
に

開
園
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

●
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
度
の
本
市
に
お
け
る

児
童
虐
待
相
談
の
新
規
対
応
件
数

は
、
前
年
度
に
比
べ
て
10
％
多
い

44
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
啓
発
活
動
と
相
談
活
動
に
よ

り
、
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
啓
発
活
動
と
し
て
、「
広

報
よ
し
の
が
わ
」
と
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
の
活
用
、
保
護
者
へ
の
定
期

的
な
資
料
配
布
を
行
っ
て
お
り
、

11
月
の
「
全
国
一
斉
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
に
は
、
小
中
学
生

が
作
成
し
た
児
童
虐
待
防
止
に
関

す
る
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
、
書
道
な

ど
の
作
品
を
市
役
所
に
展
示
す
る

と
と
も
に
、
量
販
店
で
の
ビ
ラ
配

り
な
ど
に
よ
り
、
市
民
に
虐
待
防

止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
活
動
に
つ
い
て
は
、

主
に
「
子
育
て
支
援
課
・
子
ど
も

相
談
室
」が
行
い
、「
警
察
署
」や「
児

童
相
談
所
」
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
見
守
り
活
動
や

指
導
方
法
の
確
認
と
情
報
交
換
を

行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な

通
報
や
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

子
ど
も
の
安
全
確
認
と
家
族
と
の

面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
　●

吉
野
川
市
業
務
継
続
計
画

　

大
規
模
地
震
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

交
通
機
関
が
停
止
し
、
市
庁
舎
や

職
員
も
被
災
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
行
政
機
能
が
低
下
す
る
中
で

も
、
市
民
の
生
命
、
生
活
お
よ
び

財
産
を
保
護
し
、
市
民
へ
の
影
響

を
最
少
限
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
通
常
業
務
の
う
ち

中
断
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
中
断

し
て
も
早
期
再
開
を
必
要
と
す
る

業
務
を
「
非
常
時
優
先
業
務
」
と

し
て
事
前
に
特
定
し
、
限
ら
れ
た

人
員
、
資
機
材
な
ど
の
資
源
を
効

率
的
に
投
入
し
、
災
害
応
急
対
策

業
務
や
非
常
時
優
先
業
務
を
発
災

直
後
か
ら
適
切
に
実
施
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

●
橋
梁
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
事

業
　

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
群
の
多

く
は
建
設
後
50
年
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
の
た
め
、
計
画
的
な

維
持
管
理
に
よ
る
所
要
の
健
全
度

を
保
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
震

災
時
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
保

の
た
め
、
防
災
拠
点
、
避
難
施
設

な
ど
重
要
度
が
高
い
橋
梁
か
ら
耐

震
補
強
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
寿
命
化
事
業
は
将
来

的
な
財
政
負
担
の
低
減
お
よ
び
道

路
交
通
の
安
全
性
確
保
を
図
る
た

め
、
橋
梁
の
維
持
管
理
を
従
来
の

対
症
療
法
型
か
ら
予
防
保
全
型
へ

転
換
し
、
効
率
的
に
修
繕
工
事
を

進
め
、
橋
梁
寿
命
の
延
伸
を
図
る

べ
く
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
空
き
家
対
策
の
推
進

　

本
年
の
５
月
26
日
、「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
完
全
施
行
と
な
り
、『「
特

定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
」
に
関

す
る
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
に

必
要
な
指
針
』
が
公
表
さ
れ
、「
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
倒
壊
な

ど
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
状
態
」、「
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

状
態
」
な
ど
、「
特
定
空
家
等
」
の

判
断
の
参
考
と
な
る
基
準
等
お
よ

び
「
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
」

に
係
る
手
続
等
に
つ
い
て
、
参
考

と
な
る
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
等

の
適
正
な
管
理
お
よ
び
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
空
き
家

等
の
対
策
を
、
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
庁
内
横
断
的
組

織
、「
吉
野
川
市
空
家
等
対
策
検

討
委
員
会
」
を
本
年
９
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
今
後
、
概
要
調
査
、

空
き
家
戸
別
の
詳
細
調
査
を
実
施

し
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
実

効
性
の
あ
る
空
き
家
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
空
き
家
情
報
の
一
元
化

を
図
る
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
予
定
で

す
。

　
　

　
　

　

平
成
27
年
度
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
納
税
枠
拡
充
や
確
定
申
告
簡

略
化
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
制
度
改
正
に

伴
い
、
本
年
度
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
な
ど
新
た
な
記
念
品
を
導
入
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
10
月
末
現

在
で
、
対
前
年
度
比
、
寄
付
件
数

が
２
９
７
％
増
の
２
７
２
９
件
、

寄
付
金
額
が
２
７
４
％
増
の
約

２
８
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
記
念
品
の
充
実
を
行

う
こ
と
で
、
寄
付
の
推
進
を
図
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
吉
野
川
市
の

Ｐ
Ｒ
に
も
繋
が
り
、事
業
者
に
と
っ

て
も
販
路
拡
大
と
な
り
、
地
元
産

業
の
活
性
化
に
も
大
い
に
資
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
吉
野
川
市
の

魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
吉
野

川
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
を
図
り
、
活

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成

市役所（東館）での書道展示
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●
地
方
公
営
企
業
法
適
用

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
営
企
業
の
経
営
原
則
で
あ
る

独
立
採
算
制
を
め
ざ
し
て
、
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
作
業
を
進
め

て
お
り
、損
益
や
資
産
を
把
握
し
、

効
率
的
な
事
業
実
施
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
、
主
に
下

水
道
事
業
に
係
る
固
定
資
産
台
帳

整
備
を
進
め
る
た
め
、
法
適
用
支

援
業
務
を
高
度
な
対
応
力
が
あ
り

実
績
豊
富
な
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
選
定
の
上
、
委
託

し
、
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
を
契

約
履
行
期
間
と
し
て
実
務
的
な
作

業
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
事
業
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
統
合
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
事
業
の
効
率
性
と
持
続

可
能
性
を
高
め
、
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
供
給
の
た
め
さ
ら
な
る

経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

上
・
下
水
道
事
業
へ
の
「
地
方
公

営
企
業
法
」
の
全
部
適
用
を
め
ざ

し
て
移
行
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
現
在
、
上
・
下
水
道
一
体

で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健

全
で
安
定
し
た
事
業
運
営
の
基
盤

と
し
て
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
今
後
の

動
き

　

本
市
で
は
、
平
成
27
年
10
月
末

以
降
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
住
民

票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
簡

易
書
留
郵
便
（
世
帯
単
位
）
で
順

次
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
は
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
を
交
付
申
請
さ
れ
た

方
に
対
し
て
、
市
民
課
窓
口
で
交

付
事
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
１
月
以
降

は
、
各
種
申
請
手
続
き
の
際
に
個

人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
基

盤
の
確
立

紙
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

◇
平
成
27
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
億

４
４
６
万
１
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
９
６
億
９
９
３

３
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
27
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
６
７

５
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
51
億
５
２
１
１
万
５
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
27
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
４
８

２
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
10
億
９
０
７
４
万
５
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

　
　

　
　◇

吉
野
川
市
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
通
称
）
の

施
行
に
伴
い
、
社
会
保
障
制
度
関

係
な
ど
の
事
務
処
理
の
た
め
、
法

で
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
庁
内
の

個
人
情
報
を
職
員
が
利
用
で
き
る

よ
う
制
定
し
た
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
全
面
施
行
に
伴

い
、
吉
野
川
市
に
お
け
る
空
き
家

に
関
す
る
対
策
を
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
制
定

し
た
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
災

害
等
の
一
定
の
要
件
に
該
当
し
、

市
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
納
税
者
の
申

請
に
よ
り
、
１
年
以
内
の
期
間
に

限
り
、
徴
収
の
猶
予
お
よ
び
換
価

の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
、
猶
予
さ
れ
た
額
を
猶
予
期
間

の
各
月
に
分
割
し
て
納
付
す
る
等

の
規
定
を
設
け
る
た
め
、
条
例
を

一
部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　
　

　
　

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
一
般

財
団
法
人
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会

館
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

▼
高
越
弓
道
場
／
高
越
弓
道
会
／

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年

３
月
31
日

▼
近
久
児
童
館
／
社
会
福
祉
法
人

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平

成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

／
社
会
福
祉
法
人
吉
野
川
市
社
会

福
祉
協
議
会
／
平
成
28
年
４
月
１

日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
美
郷
物
産
館
／
特
定
非
営
利
活

動
法
人
美
郷
／
平
成
28
年
４
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

▼
江
川
・
鴨
島
公
園
／
公
益
社
団

法
人
吉
野
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日

　
　

　
　◇

吉
野
川
市
美
郷
区
域
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

　

現
行
の
計
画
が
平
成
27
年
度
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
美

郷
区
域
の
自
立
促
進
の
た
め
に
実

施
す
る
生
活
基
盤
の
整
備
や
産
業

の
振
興
、
地
域
振
興
な
ど
の
諸
施

策
に
関
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

予　
算

条　
例

計　
画

指
定
管
理
者
の
指
定

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り
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所得税および復興特別所得税の確定申告について〈川島税務署からのお知らせ〉

　平成27年分所得税および復興特別所得税の確定申告期間は２月16日（火）から３月15
日（火）までです。川島税務署では、確定申告期間にあわせて２月16日（火）から確定申
告会場を設置します。受付時間は午前８時30分から午後４時まで、相談開始は午前９時か
らとなります。
　※会場の混雑状況により、早めに受け付けを終了させていただく場合があります。
　※還付申告は、２月15日（月）以前でも行うことができます（税務署の閉庁日（土・日・
　　祝日など）は、税務署での相談および受け付けは行っていません）。ただし、郵送また
　　は時間外収受箱への投かんにより、申告書を提出することはできます。
　毎年、期限間近になると税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されま
すので、申告書はできるだけご自分で作成して、お早めに提出してください。
　
　また、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について、平成27年分
の所得税および復興特別所得税の確定申告書には、個人番号（12桁）の記載
は不要です。
　確定申告書への個人番号の記載は、平成28年分の所得税および復興特別所
得税の確定申告書（一般的に、平成29年１月以降の確定申告期間に提出する
確定申告書）から必要となりますので、ご注意ください。
　なお、平成28年１月以降に申請書・届出書（更正の請求など）を提出する際には、申請書・
届出書に個人番号を記載するとともに、申請されるご本人の本人確認書類の提示または本
人確認書類写しを添付する必要があります。
　国税に関する社会保障・税番号制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ内の「社
会保障・税番号制度＜マイナンバー＞について」をご覧ください。

　所得税および復興特別所得税の確定申告について詳しくお尋ねになりたい場合は、川島
税務署へお問い合わせください。　
【問い合わせ先】川島税務署　☎25-2211
お電話をおかけいただくと、自動音声でご案内しますので、案内に従ってご用件の番号を選択してください。

　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の
2.1％）を所得税と併せて申告・納付することとなっています。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」
欄の記載漏れのないようご注意ください。
※還付申告の方も含め、申告されるすべての方について「復興特別所得税額」欄の
記載が必要です。

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください
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日程、会場の詳細は８ページを参照してください。
受付時間：午前９時30分～午後３時

申告相談日

①印鑑（ゴム印・スタンプ印は不可）
②所得の計算に必要な書類（収入や必要経費がわかる書類）
③給与や公的年金などの収入がある方は、その支払者から交付された平成27年分の源泉徴収票
④平成27年中に支払った社会保険料が確認できる書類
　※国民年金保険料、国民年金基金の掛金については、支払証明書が必要です。
　※吉野川市国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料についての納税証明書は、お持
　　ちいただく必要はありません。
⑤生命保険料、地震保険料、その他各種控除の対象となるものの証明書など
　※生命保険料、地震保険料については、控除証明書が必要です。
　※障害者控除を受ける方は、障害者手帳や福祉事務所で交付された平成27年分の障害者控除対
　　象者認定書など、障がいの程度を証明できる書類をご持参ください。
　※医療費控除、寄附金控除を受ける方は、領収書が必要です。
⑥税務署から確定申告書が送られてきている場合は、その確定申告書
⑦本人名義の預貯金口座番号などがわかるもの（市経由で確定申告書を提出される方のみ）

申告相談時にお持ちいただくもの

平成28年１月１日現在、吉野川市に住所のある方。
ただし、次のいずれかに該当する方は、原則として市へ申告する必要はありません。
①税務署などで所得税の確定申告書を提出される方
②勤務先から市へ年末調整済の給与支払報告書が提出されており、その給与以外の収入がない方
③公的年金等支払報告書が市へ提出されており、その公的年金以外の収入がない方
　※②、③に該当する方で、報告されていない控除（扶養・生命保険・医療費の控除など）を新た
　　に受ける方は、市へ申告する必要があります。

　ただし、平成27年中の収入が公的年金のみで、
　・年齢が64歳以下（昭和26年１月２日以後に生まれた人）で、公的年金等収入が98万円以下
　・年齢が65歳以上（昭和26年１月１日以前に生まれた人）で、公的年金等収入が148万円以下
　の方は、今回の申告は必要ないと考えられます。
　申告が必要かどうかわからないときは、税務課（本館２階）までお問い合わせください。

平成28年度市・県民税と国民健康保険税の課税基礎となる平成27年中所得の申告相談を行います。

申告が必要な方

平成27年中所得の申告相談について
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●平成27年中の収入が、非課税所得（遺族年金や障害年金等）のみの場合や、収入がなかった場合で申告
される方は、会場受付に設置する市･県民税申告書にご記入ください。
●ふるさと納税ワンストップ特例申請をされた方でも次のような場合は、すべての寄附金の領収書をそろ
えて申告してください。
○平成27年１月１日～３月31日の間に寄附をしている場合
○１年間の寄附先が６自治体以上になった場合
○医療費控除などにより確定申告が必要な場合
●農業所得、営業等所得、不動産所得の申告をされる方は、収支内訳書（収入・経費の集計）を必ず作成
して会場へお越しください。
●医療費控除の申告をされる方は、集計してから会場へお越しください。平成27年中に支払った医療費の
領収書・レシートを人別に分けて、支払額を集計してください。また、高額療養費や生命保険会社から
支払われた給付金など、医療費を補てんする保険金などがある場合は、同様に集計をお願いします。
　集計ができていない場合、会場に設ける記載台で集計していただくことになります。申告期間中は、相
談者でたいへん混雑することが予想されます。少しでもスムーズな相談ができるよう、ご協力をお願い
いたします。

注意

●問い合わせ	 市税について　　　　　　市税務課　　　☎22-2215
	 国民健康保険税について　市国保年金課　☎22-2213

●譲渡所得(土地、家屋、株式など)　　●青色申告
●住宅借入金等特別控除（新築・増改築・耐震改修・バリアフリー改修工事など）
●雑損控除　　●消費税申告

上記以外にも、申告内容によっては川島税務署で申告していただく場合があります。ご了承ください。
※確定申告書の控えに税務署受付印が必要な方は、川島税務署で申告してください。

　市の申告相談期間中は、所得税（国税）の確定申告書も受け付けしていますが、次の所得・控除
の申告をされる方は、川島税務署で申告してください。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

　
　
　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う
】

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
？

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
思

わ
ず
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間

内
で
あ
れ
ば
、
違
約
金
を
支
払

う
こ
と
な
く
無
条
件
で
契
約
を

解
除
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
乗
用
車
や
使
用
し
て
し

ま
っ
た
消
耗
品
な
ど
、
一
部
適

用
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
主
な
取
引
と
期
間

取
引
内
容

適
用
対
象

期　
間

訪
問
販
売

店
舗
外
で
の
訪
問
販
売 

（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

セ
ー
ル
ス
、
Ｓ
Ｆ
商
法

で
は
店
舗
販
売
を
含
む
）

８
日
間

電
話
勧
誘
販
売

電
話
勧
誘
に
よ
る
取
引 

※
電
話
回
線
・
プ
ロ
バ

イ
ダ
契
約
等　
を
除
く

８
日
間

特
定
継
続
的 

　
役
務
提
供

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ

ロ
ン
、
語
学
教
室
、 

家
庭
教
師
、
学
習
塾
な

ど
の
継
続
的
契
約

８
日
間

訪
問
購
入

店
舗
以
外
の
場
所
で
、

貴
金
属
を
含
む
原
則
す

べ
て
の
物
品
を
事
業
者

が
消
費
者
か
ら
買
い
取

る
契
約

８
日
間

連
鎖
販
売
取
引

い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
チ
商

法
」

20
日
間

業
務
提
供
誘
引 

　
　
販
売
取
引

い
わ
ゆ
る
「
内
職
商
法
、

モ
ニ
タ
ー
商
法
」

20
日
間

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
適

用
対
象
ご
と
に
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
早
め
に
通
知

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

①
は
が
き
（
簡
易
書
留
）
や
内

容
証
明
郵
便
な
ど
、
証
拠
が
残

る
書
面
で
行
い
ま
す
。

②
契
約
を
解
除
す
る
旨
を
明
記

し
、
既
払
金
の
返
金
、
商
品
の

引
き
取
り
な
ど
を
求
め
ま
す
。

③
送
る
書
面
は
、
両
面
コ
ピ
ー

を
と
り
保
存
し
ま
す
。

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場

合
は
、
信
販
会
社
に
も
契
約
を

解
除
す
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
（
相
談
窓
口
）

	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

＜事業者への通知例＞

通 知 書

契約年月日 ○年○月○日
商 品 名 ○○○○

○○○○円契 約 金 額
販 売 者 ○○○○株式会社

○○○○営業所
担当者 ○○

上記契約を解除します。
、 、支払い済みの○○○○円を返金し 商品は

お引き取りください。

（通知を出した年月日）

（契約者の住所、氏名）
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平成27年中所得申告相談日程表
受付時間　午前９時30分～午後３時
例年、午前中はかなり混み合いますので、時間をずらしてお越しください。
また、農業・営業・不動産所得の収支や医療費は、必ず集計してから会場へお越しください。
集計ができていない場合、会場で集計していただくことになりますので、ご了承ください。

鴨
島
町

相談日 地区区分 会場
２月16日（火） 森山地区

市役所本館
３階大会議室

２月17日（水） 上浦・牛島地区
２月18日（木） 西麻植・敷地地区
２月19日（金） 飯尾・呉郷地区
３月４日（金） 鴨島・上下島・喜来地区
３月７日（月） 知恵島・鴨島・上下島・喜来地区
３月８日（火）

鴨島町全域
３月９日（水）

川
島
町

相談日 地区区分 会場
２月29日（月） 児島・学・三ツ島地区

川島公民館１階３月１日（火） 桒村・山田・川島・宮島地区
３月２日（水） 川島町全域

山
川
町

相談日 地区区分 会場

２月22日（月）
宮島南・北、瀬詰八幡、春日、若宮・東、中筋、井上、
久宗、榎谷、大内、楠根地、皆瀬、桑内、祇園、八坂南・
北、青木、三島、湯立東・西・北、旭

山川地域総合
センター

（旧山川庁舎）
２階201会議室

２月23日（火） 南・中・北町、西山、川田天神、村雲、旗見、迎坂、宮地、
季邦、住吉、翁喜台・東、西ノ原、北島東・西

２月24日（水） 麦原東・西、川東東･南･西･北、恵下、奥川田東･西、瀬津、
東・西市久保、原、貞田、舟戸東･西、衣笠

２月25日（木）
山瀬天神、忌部北・南、日の出第１・第２、北村、中央東・
西、西久保東・中・南・西、諏訪・東・東２・東部・南部・
中部、ほたる川

２月26日（金）
山川町・美郷全域

２月27日（土）

美
郷

相談日 地区区分 会場
２月26日（金）

山川町・美郷全域 山川地域総合センター
２階201会議室２月27日（土）

３月３日（木） 美郷全域 ふるさとセンター

市
全
域

相談日 地区区分 会場
３月10日（木）

吉野川市全域 市役所本館
３階大会議室

３月11日（金）
３月13日（日）
３月14日（月）
３月15日（火）

◎所得税（国税）の確定申告書は、川島税務署でも受け付けしています。

次
の
所
得
・
控
除
を
申
告
す
る
方
は
、
川
島
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
　
●
譲
渡
所
得
（
土
地
、
家
屋
、
株
式
な
ど
）　
●
青
色
申
告

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
新
築
・
増
改
築
・
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
な
ど
）　
●
雑
損
控
除
　
●
消
費
税
申
告

8



日 時 

場 所 

対象者 

実施内容 ■参加企業との個別面接 ■求人情報等各種情報提供 ■職業相談 

平成２８年 

２月８日  １３：３０～１５：３０ （月）  
吉野川市文化研修センター 
吉野川市鴨島町鴨島６９６-１４ 

  ハローワーク吉野川（吉野川公共職業安定所）  
 〒７７６-００１０ 吉野川市鴨島町鴨島３８８-２７ ☎０８８３-２４-２１６６  

主催： 吉野川公共職業安定所 
 吉野川市  

お問い合わせ先 

若年者等マッチングフェア  

■平成２８年３月に大学等（大学院・大学・短大・高専・専修学校）卒業予

定者及び大学等卒業後おおむね３年以内の方 

■高等学校を卒業予定の方 ■訓練修了（予定）者 ■一般求職者 

 

■障がい者  

ふれあい就職面接会  

鴨島駅

ハローワーク
吉 野 川

吉野川
市役所 

国道１９２号線 

 

吉野川市文化研修センター 

至 徳島市 

至 三好市 
 

至 徳島市 

○鴨島公園 
○鴨島公民館 

至 阿波市 

 
 

国
道

3

1

8

号
線

  

 

 

鴨島小学校 

参加企業 
１２社 
（予定） 

若年者等マッチングフェア
&

ふれあい就職面接会（障がい者就職面接会）
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「個人番号カード」は申請された方に平成28年1月から交付されます
　「個人番号カード」は、マイナンバーを記載した書類の提出や、さまざまな本人確認
の場面で利用できる大切なカードです。その受け取りには、本人に来庁していただい
たうえで、必要書類をはじめ厳格な手続きが必要となりますので、ご理解・ご協力を
お願いします。
　「個人番号カード」の交付は、本人交付が原則ですが、本人が病気、身体の障がいな
どやむを得ない理由により、交付場所に来ることが難しい場合に限り、代理人に「個
人番号カード」の受け取りを委任できます。

　「個人番号カード」の準備ができたことを知らせる「交付通知書」が申請された方の住所地
に転送不要の郵便物で届きます。通知書に書かれている交付期限を確認して、本人の住所・
氏名を記入し押印してください。

　交付期限までに市民課（本館１階）まで必ず本人がお越しください。ただし、15歳未満の方または成年被後見
人には、その法定代理人が同行してください。

窓口での受取人 必要なもの

本　人

□	交付通知書（回答書欄に住所・氏名を記入し押印できているもの）
□	通知カード
□	本人確認書類（別表①を１点または、別表②を２点）
□	住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

本人（15歳未
満の者または
成年被後見人）
と法定代理人

□	交付通知書（回答書欄に住所・氏名を記入し押印できているもの）
□	通知カード
□	本人の本人確認書類（別表①を１点または、別表②を２点）
□	代理人の本人確認書類（別表①を１点または、別表②を２点）
□	代理権の確認書類（「本籍地が吉野川市である場合」または「本人が15歳未満の方
で、代理人と同一世帯かつ親子関係にある場合」は不要です）、戸籍謄本その他の
資格を証明する書類

□	住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

任意代理人
（本人の意思に
基づいてなされ
る代理）

□	交付通知書（交付通知書の委任状欄に必要事項を本人が記入してください）
□	通知カード
□	本人の本人確認書類（別表①を２点または、別表①②をそれぞれ１点ずつ）
□	代理人の本人確認書類（別表①を２点または、別表①②をそれぞれ１点ずつ）
□	病気などやむを得ない理由により本人の出頭が困難である証明（診断書、本人の障
がい者手帳、本人が施設などに入所している事実を証する書類など）

□	住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

１　まずは「交付通知書」が届きます

２　市民課窓口で交付します

任意代理人が受け取る場合は、本人・代理人ともに顔写真入りの本人確認書類が最低１点は
必要です。また、交付通知書の委任状と暗証番号欄に必要事項を記入し、交付通知書の表面
に貼付の目隠しシールを剥がし、暗証番号部分の上に貼付してください。暗証番号部分に目
隠しシールを貼付できていない場合は、交付手続きができません。ご不明な点は市民課まで
お問い合わせください。

㊟「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
原
則

　
ご
本
人
に
交
付
さ
れ
ま
す

注意
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　個人番号カード交付の際には、暗証番号を設定していただく必要があります。事前に暗証番号を決めてから窓口
にお越しください。

別表

本
人
確
認
書
類

①	 顔写真入りの書類 　以下のものに限ります。
住民基本台帳カード（写真付きに限る）、運転免許証、運転経歴証明証（交付年月日が平成24年４月１日
以降のものに限る）、旅券、身体障がい者手帳、精神障がい者保険福祉手帳、療育手帳、在留カード、特
別永住者証明書、一時庇

ひ
護
ご
許可書、仮滞在許可書

②	 顔写真なしの書類 　「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載されているものに限ります。
健康保険証、介護保険証、年金手帳、年金証書、社員証、学生証、学校名が記載された各種書類、預金通帳、
医療受給者証など

暗
　
証
　
番
　
号

①	署名用の電子証明書 英数字混在６文字以上16文字以下で設定できます。

②	利用者証明用の電子証明書
数字４桁です。
②③④の暗証番号は同じものとすることができます。

③	住民基本台帳事務用

④	券面事項入力補助用

▶制度開始直後は、窓口が混雑する恐れがありますので、あらかじめご了承ください。
▶個人番号カード交付の場面で、カードに添付された顔写真と、本人との同一性を確認する必要がある場合には、
　顔認証システムを利用する場合があります。

　現在、吉野川市ではコンビニなどで「個人番号カード」を利用した各種証明書（印鑑登録証明書、住民票の写し、
戸籍謄本など）を発行する行政サービスはしていません。
　印鑑登録をされている方にお渡ししている「よしのがわ市民カード」は引き続き必要です。印鑑登録証明書は、「よ
しのがわ市民カード」がなければ発行できません。個人番号カードで印鑑登録証明書は交付できませんのでご注意
ください。

　警察に遺失物届を出すとともに、個人番号カードコールセンターに連絡してください。個人番号カードコールセ
ンターでは、個人番号カードの一時停止申請を24時間365日受付しています。
日本語
　　☎0570－783－578（ナビダイヤル）

外国語対応

　　☎0570－064－738（ナビダイヤル）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※一部ＩＰ電話などで上記ダイヤルに繋がらない場合は、☎050－3818－1250におかけください。

３　暗証番号設定が必要になります

４　ご注意ください

５　コンビニ交付サービスはしていません

６　「個人番号カード」を紛失したら

●問い合わせ　市市民課　☎22-2210

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
る
な　

信
号
か
な
ら
ず　

青
に
な
る	

久
峩　

向
陽
（
上
浦
小
学
校
５
年
）
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ごみは資源として活用されています！
　吉野川市で収集されたごみは、中央広域環境センターで処理されています。その過程で生成されたガスエネルギー
（燃料ガス）は、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、平成26年度の発電量は６,960千kwhで、中央広域
環境センターの使用電力の約32％が賄われました。また、ガスエネルギー以外のものは溶融され、新しい資源（ス
ラグ、メタルなど）として活用されています。

　平成26年度は、吉野川市より中央広域環境センターへ
8,320ｔのごみが搬入され、吉野川市民１人あたり（１年間）
約193.4kgのごみを排出しています。

中央広域環境センターでは、環境保全のために国の環境基準より厳しい基準を設けて運転しています。
排ガスおよび周辺環境の調査結果は、公害防止審査委員会で審議され、周辺住民に公表しています。
また、ホームページでも公開しています。なお、平成26年度の調査結果もすべて基準値を下回っています。

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）環境調査結果はホームページで公開中

副産物の種類 活用されるもの 平成26年度
副産物量

溶融スラグ 建設資材・路盤材 2,231ｔ
工業塩 塩ビ製品・融雪剤 416ｔ
金属水酸化物 非鉄金属原料 348ｔ

精製ガス 施設内設備のガスエ
ンジン発電機の燃料

30,989
千Ｎ㎥

濃縮塩水 化学薬品 457ｔ

可燃ごみ 小型複合 大型複合
（粗大） 計 1人あたり（1年間）

のごみ排出量
8,180ｔ 99ｔ 41ｔ 8,320ｔ 193.4kg

［中央広域環境センターで資源として活用したもの］

［平成26年度吉野川市家庭系ごみ排出量］

メタル
金属原料

ごみを溶融してできたメタ
ルは、金属原料として利用
しています。

●問い合わせ	 市運転管理センター　☎25-2111
	 市環境企画課　　　　☎22-2230

建設資材
スラグ

ごみを溶融してできたスラ
グは、ブロックや舗装材な
どの建設資材として利用さ
れます。

て
行
動
す
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
事
、
感
じ

た
事
を
多
く
の
方
々
に
も
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
学
習
し
た
こ
と

の
一
部
を
模
造
紙
に
ま
と
め
、
作

品
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
文
化

祭
で
は
、
模
擬
店
で
の
活
動
を
通

し
、
多
く
の
方
々
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
、
人
権
学
習
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

人
権
学
習
会
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
人

権
の
大
切
さ
を
学
び
、
差
別
解

消
へ
の
実
践
力
を
養
っ
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

神
島
教
育
集
会
所
で
は
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
人
権
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
習
会
の
活
動

は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
の

向
上
と
人
権
問
題
解
決
の
助
け
と

な
る
学
力
の
充
実
・
仲
間
づ
く
り

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
11
月
に
、
神
島
会
館
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

向
け
て
、
学
習
会
に
参
加
す
る
小

学
生
が
模
擬
店
や
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
案
内
表
示
を
作
り
、
中
学
生
は

人
権
を
テ
ー
マ
に
展
示
作
品
作
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
学
生
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
マ
ー
ク
に

つ
い
て
学
習
し
、
マ
ー
ク
の
示
す

意
味
や
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
に
自

転
車
を
止
め
な
い
こ
と
や
、
交
通

機
関
を
利
用
す
る
時
に
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
入
り
グ
ッ
ズ
を
身
に

付
け
て
い
る
妊
産
婦
を
見
か
け
た

ら
席
を
譲
る
こ
と
な
ど
、
マ
ナ
ー

を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
神
島
人
権
学
習
会
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
」

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

神島文化祭の様子

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
も　

乗
れ
ば
車
の　

仲
間
入
り	

松
浦　

春
花
（
牛
島
小
学
校
６
年
）
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防火パレードに出動した消防車

ヒーローショーに釘付け!!

美郷宝さがし探検隊の皆さん

　

11
月
６
日
、
認
定
こ
ど
も
園
め

ぐ
み
幼
稚
園
め
ぐ
み
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
柿
や

リ
ン
ゴ
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

園
で
は
毎
年
収
穫
を
祝
い
、
日

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
果
物
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
て
い
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
美
郷
宝

さ
が
し
探
検
隊
が
、「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」（
第

２
回
選
定
）
の
優
良
事
例
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化

の
た
め
農
林
水
産
省
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
宝
さ
が
し
探
検
隊
が

高
開
石
積
み
の
保
全
体
制
の
構
築

や
ほ
た
る
の
生
息
環
境
づ
く
り
、

梅
酒
ま
つ
り
な
ど
を
通
し
て
、「
キ

レ
イ
の
さ
と
美
郷
」
を
元
気
に

す
る
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
う

ち
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
最
も
高

い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

11
月
７
日
、
吉
野
川
市
鴨
島
公

民
館
に
て
平
成
27
年
度
吉
野
川

市
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
追
悼
式
に
は
遺
族
、
来
賓

３
５
０
人
が
参
列
し
、
御
霊
に
献

花
を
行
い
、
戦
没
者
に
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

追
悼
の
言
葉
で
は
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
続
き
、
中
学
生
を
代
表

し
て
徳
島
県
立
川
島
中
学
校
３
年

生
の
水
口
歩
美
さ
ん
か
ら
、
修
学

旅
行
で
訪
問
し
た
沖
縄
県
で
経
験

し
た
平
和
学
習
か
ら
「
戦
没
者

の
方
々
の
死
を
無
駄
に
せ
ず
、
平

和
の
大
切
さ
を
語
り
継
ぎ
ま
す
。」

と
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
１
９
番
の
日
で
あ
る
11
月
９

日
か
ら
１
週
間
、「
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
期
間
中
の
11
月
９
・
10
日
の

２
日
間
、
吉
野
川
市
で
は
、
市
消

防
団
・
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防

本
部
・
阿
波
吉
野
川
警
察
署
合
同

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
、
吉
野

川
市
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
は
、「
無
防
備
な　

心
に
火
災

が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
で
す
。
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
一
人
一
人

が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
、
火
災
に
よ
る
悲

惨
な
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損
失

を
防
ぎ
、「
火
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
５
ち
び
っ
こ
ド
ー

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
14
日
、
吉
野
川
市
子
育
て

応
援
団
に
よ
り
「
ち
び
っ
こ
ド
ー

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
仮
装
を
し
て
来

場
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
川
島
こ
ど
も
園

で
は
、３
階
ホ
ー
ル
で
在
園
児
（
５

歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
）
の

元
気
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
パ
パ

た
ち
の
歌
と
踊
り
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

ヒ
ー
ロ
ー
ブ
レ
イ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
１
階
ロ
ビ
ー

や
２
階
・
３
階
で
は
木
の
お
も

ち
ゃ
や
工
作
、
似
顔
絵
、
写
真
撮

影
、
育
児
相
談
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
子
ど
も
か
ら
は
、「
い

ろ
ん
な
体
験
が
で
き
た
り
、
お
も

し
ろ
い
シ
ョ
ー
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
年
も
来
た
い
」
な
ど
の
声
が
た

く
さ
ん
聞
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
や

家
族
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
絶
え
な

い
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

吉
野
川
市
戦
没
者
追
悼

式
で
平
和
を
誓
う

防
火
パ
レ
ー
ド

収
穫
感
謝
祭

園児の皆さん、ありがとう！

誓いの言葉を述べる
県立川島中学校３年水口歩美さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
つ
い
ゆ
だ
ん　

い
つ
も
の
ど
う
ろ　

き
を
つ
け
て	

丸
石　

梨
來
（
森
山
小
学
校
１
年
）
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「飲んだら乗るな」を徹底！

　

11
月
17
日
に
鴨
島
町
上
浦
の
横

谷
志
ず
ゑ
さ
ん
、
11
月
20
日
に
川

島
町
山
田
の
阿
部
清
子
さ
ん
が
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島

県
と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈

り
ま
し
た
。

　

横
谷
さ
ん
は
、
と
て
も
元
気
で

今
ま
で
大
き
な
病
気
に
な
っ
た
こ

と
は
な
い
そ
う
で
す
。
日
課
は
散

歩
で
、
ま
た
、
料
理
や
和
裁
が
得

意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
好
き
嫌
い
な
く
よ
く
食
べ

て
、
よ
く
歩
く
こ
と
」
と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
農
業
を
ず
っ
と

さ
れ
て
お
り
、
80
歳
頃
で
も
30
㎏

の
物
を
担
ぐ
ほ
ど
元
気
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
趣
味
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
90
歳
頃
ま
で
続
け
ら
れ

た
そ
う
で
、
長
寿
の
秘
訣
は
「
よ

く
働
い
て
、
よ
く
動
く
こ
と
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
期
間
中
の

12
月
８
日
、
吉
野
川
市
長
、
阿
波

吉
野
川
警
察
署
長
、
吉
野
川
市
交

通
安
全
協
会
長
、
会
員
な
ど
約
10

人
が
、
吉
野
川
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ピ
ッ
ピ
ー
と
共
に
鴨
島
町

の
飲
食
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
飲
酒
運
転
撲
滅
」
と
書
か
れ

た
の
ぼ
り
を
手
に
、
飲
食
店
の
店

主
に
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
推
進
店

指
定
書
の
交
付
や
、
反
射
材
な
ど

の
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡

し
、
飲
酒
運
転
撲
滅
と
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た

　

11
月
26
日
市
役
所
大
会
議
室

で
、
27
日
に
山
川
公
民
館
で
介
護

予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、
吉
野
川
市
歯
科

医
師
会
会
員
の
松
浦
広ひ

ろ

興お
き

さ
ん
と

　

11
月
29
日
、
第
４
回
吉
野
川
ウ

オ
ー
ク
が
、
山
川
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し

て
、
高
台
に
あ
る
境
谷
古
墳
や
山

す
そ
の
金
勝
寺
古
墳
を
見
学
し
な

が
ら
忌
部
神
社
ま
で
歩
く
約
13
㎞

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
山
川
の
風

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
28
・
29
日
の
２
日
間
、
美

郷
地
区
で
、
第
７
回
美
郷
梅
酒
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
梅
酒

を
飲
み
比
べ
た
り
、
梅
酒
以
外
に

も
各
所
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
や
お

で
ん
、
梅
を
使
っ
た
カ
レ
ー
な
ど

を
食
べ
な
が
ら
、
紅
葉
に
彩
ら
れ

た
秋
の
美
郷
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

お
二
人
と
も
現
在
は
施
設
で
生

活
を
し
て
い
ま
す
が
、
元
気
に
過

ご
し
て
い
る
そ
う
で
、
施
設
で
行

わ
れ
た
祝
う
会
で
は
親
族
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔
で
祝
い
状
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
31
人
（
女
性
27
人
男
性
４

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

介
護
予
防
講
演
会
開
催

第
４
回
吉
野
川
ウ
オ
ー
ク

梅
酒
ま
つ
り
開
催

山川公民館での開催風景 大勢の来客でにぎわいました

準備運動をして、さあ出発！

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

徳
島
県
歯
科
衛
生
士
会
会
長
河
野

美
枝
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
高

齢
者
の
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
基
本

的
な
知
識
と
方
法
に
つ
い
て
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
の
最
後

に
は
、
唾
液
を
分
泌
す
る
簡
単
な

体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
川
公
民
館
で
は
、
国
立
病
院

機
構
徳
島
病
院
神
経
内
科
医
の
乾

俊
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
認
知

症
の
危
険
因
子
は
生
活
習
慣
病
で

あ
る
こ
と
や
、
発
病
す
る
危
険
性

を
少
な
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
師
の
話
を
興
味
深

く
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
メ
モ
を

取
る
な
ど
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

市役所での開催風景

横谷志ずゑさん

阿部清子さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
じ
ょ　

ふ
ざ
け
よ
っ
た
ら　

ひ
か
れ
る
じ
ょ	

河
野　

明
彩
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
２
年
）
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　認知症に関する正しい知識と理解をもち、地域や職場で、認知症の人や家族を温
かく見守り支える応援者である『認知症サポーター』となっていただくため、『認知
症サポーター養成講座』を実
施します。

　まだ講座を受けられていな
い方は、ぜひご参加ください。

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

　

11
月
22
日
、
山
川
公
民
館
に
お

い
て
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

「
第
４
回
よ
し
の
が
わ
幸
せ
た
く

さ
ん
子
だ
く
さ
ん
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
男
性
は
、
常
盤
香
織

さ
ん
の
も
と
家
事
教
室
を
行
い
、

暮
ら
し
上
手
に
な
る
た
め
の
家
の

知
識
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
女

性
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
武

田
真
由
美
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

鉄
分
不
足
解
消
メ
ニ
ュ
ー
を
作

り
、
昼
食
に
皆
さ
ん
で
試
食
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
三
宅
晃
博

さ
ん
に
よ
る
「
将
来
設
計
（
子
育

て
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
徳
島
県
庁
で
平
成

27
年
秋
の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
元
鴨
島
町
民
生
委
員
児
童
委

員
の
石
原
テ
ル
子
さ
ん
（
鴨
島
町

飯
尾
＝
83
歳
）
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
叙
勲
は
、
公
共
的
な
職
務

の
複
雑
度
、
困
難
度
、
責
任
の
程

度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果
た

し
た
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
勲

章
で
す
。

　

石
原
さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
昭
和
46
年
か
ら
平
成

19
年
ま
で
委
嘱
さ
れ
、
ま
た
、
鴨

島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
を
平
成
７
年
か
ら
平
成
19

年
ま
で
務
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
寄
与
す
る
な
ど
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
多
大
な
貢
献

を
果
た
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

12
月
６
日
、
美
郷
地
域
一
円
で
、

第
39
回
吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県

内
の
67
チ
ー

ム
４
０
２
人

が
参
加
し
、

６
区
間
約
20

㎞
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
健

脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
部
門

優　

勝　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ	
Ｎ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
２
分
34
秒
）

	

※
大
会
新

準
優
勝　

徳
島
東
工	

Ｏ
Ｂ	

Ａ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
４
分
９
秒
）

第
３
位　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ	

Ｅ-

１

	

Ｎ
Ｅ
Ｏ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
６
分
29
秒
）

○
女
子
部
門

優　

勝　
ｔｅ
ａ
ｍ	

Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｉ

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
19
分
10
秒
）

準
優
勝　

く
ノ
一
と
書
い
て
女

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
20
分
46
秒
）

第
３
位　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ	

Ｒ
Ｕ
Ｎ

	

レ
デ
ィ
ー
ス

	

（
タ
イ
ム
１
時
間
27
分
32
秒
）

秋
の
叙
勲「
瑞
宝
単
光
章

～
社
会
福
祉
功
労
～
」を
受
章

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝スタート直後の様子

受章された石原テル子さん

楽しく、おいしく作れました

第
４
回
よ
し
の
が
わ
幸

せ
た
く
さ
ん
子
だ
く
さ

ん
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日　　程 ２月９日（火）午後１時30分～３時［午後１時から受付］
場　　所 吉野川市役所　本館３階　大会議室

講義内容 １）認知症とは　　２）認知症の症状　　３）認知症の予防について
４）認知症の方への接し方　　５）認知症サポーターとは

申し込み
市介護保険課　地域包括支援センター（本館２階）へ電話にて
１月29日（金）まで   にお申し込みください。

●認知症サポーターとは…認知症サポーターは、「なにか」特別なことをする人ではありません。認知症に関する
正しい知識と理解をもち、地域や職場で認知症の人や家族を温かく見守り支える『応援者』です。講座を受けられ
た方には、『オレンジリング』をお渡しします。

●申し込み・問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265

認知症サポーター養成講座　開催のお知らせ【無料】

これまでに、地区組織の方や、自主防災防犯組織、
中学生、小学生など、たくさんの方が認知症サポー
ターとなっています。
吉野川市の認知症サポーター数２,314人（H27.11月末現在）

〜認知症を知ろう!! 〜

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

ぜ
っ
た
い
か
ぶ
ろ
う　

身
の
安
全	

小
泉　

琉
宇
（
西
麻
植
小
学
校
３
年
）
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○
希
望
す
る
小
規
模
工
事
な
ど
を
履
行

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
お
よ
び
免
許

な
ど
を
有
す
る
方

登
録
に
必
要
な
も
の　

登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
書
類
を
監
理
課
（
東
館

２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
申

請
書
（
様
式
第
１
号
）

※
吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
監
理
課
の

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
納
税
証
明
書
（
全
科
目
完
納
し
た
も

の
に
限
る
。
法
人
登
録
の
あ
る
方
は
法

人
名
、
個
人
の
方
は
個
人
名
で
取
得
。

平
成
27
年
度
分
、
税
務
課
で
交
付
）

○
資
格
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
業
種
を

希
望
す
る
方
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格

証
や
免
許
証
の
写
し

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
３
月
18
日

㈮
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
28
年
６
月
１

日
か
ら
翌
年
５
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
監
理
課　

契
約
係	

☎
22-

２
２
５
２

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2010120700030/

　

吉
野
川
市
鴨
島
町
喜
来
に
設
置
し
て

い
る
鴨
島
町
地
区
（
中
部
）
資
源
化
ご

み
モ
デ
ル
集
積
所
が
、
歩
道
改
良
工
事

に
伴
い
２
月
か
ら
５
月
末
ま
で
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
決
め
ら
れ
た
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

２
１
１
１

　

平
成
27
年
度
緑
の
募
金
（
秋
の
家
庭

募
金
）
で
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
学
校
募
金
と

合
わ
せ
て
、
２
８
０
万
円
あ
ま
り
の
募

金
を
（
公
社
）
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進

機
構
へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
水
源
地
域
や
里
山
で

の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森

林
整
備
、
身
の
周
り
の
緑
化
、
間
伐
材

の
利
用
促
進
、
緑
化
推
進
に
係
る
国
際

協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
地
林
業
課
内

（
公
社
）
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構

吉
野
川
市
支
部	

☎
22-

２
２
２
３

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工

事
や
修
繕
な
ど
の
受
注
を
希
望
す
る
方

を
登
録
し
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
受

注
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
制

度
』
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事

項
に
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
と
な
る
工
事　

１
件
が
20
万
円
未

満
の
軽
易
な
工
事
や
修
繕
な
ど

登
録
で
き
る
方　

次
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、
経
営
組

織
の
内
容
、
従
業
員
数
は
問
い
ま
せ
ん

○
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所

を
有
す
る
方

○
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
い
方 お

知
ら
せ

平
成
28
年
度
小
規
模
工
事
等
受
注

希
望
者
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

種　　類 金　　額

家庭（自治会）募金 2,610,718円

学 校 募 金 262,801円

合 　 　 計 2,873,519円

資
源
化
ご
み
モ
デ
ル
集
積
所

運
用
の
一
時
停
止

緑
の
募
金
の
実
績
報
告

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
よ
う　

い
つ
も
の
道
こ
そ　

し
ん
ち
ょ
う
に	

有
田　

百
花
（
鴨
島
小
学
校
４
年
）
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教
育
委
員
会
は
、
任
期
満
了
に
伴
う

教
育
委
員
長
、
委
員
長
職
務
代
理
者
を

互
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27
年
11

月
26
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
25
日
ま
で

で
す
。

　
　
　

笠
江
俊
文
さ
ん
（
鴨
島
町
森
藤
）

　
　
　

鹿
児
島
康
江
さ
ん
（
山
川
町
井
上
）

問
い
合
わ
せ

市
教
育
総
務
課	

☎
22-

２
２
７
２

　

平
成
28
年
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
月
中
に
入
学

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
学
届
に
記

名
押
印
の
上
、
２
月
末
日
ま
で
に
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
校
入
学
該
当
者

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月

１
日
生
ま
れ

◆
中
学
校
入
学
該
当
者

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ

　

な
お
、
入
学
し
が
た
い
事
由
が
あ
る

場
合
や
、
指
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学

校
へ
入
学
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
学
校
教
育
課
（
東
館
３
階
）
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

　

１
月
下
旬（
予
定
）か
ら
、「
防
災
メ
ー

ル
」
へ
の
登
録
・
解
除
な
ど
の
手
順
が
、

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
新
た

に
登
録
な
ど
を
行
う
際
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　①kiku@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

に

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

②
し
ば
ら
く
す
る
と
、「
仮
登
録
が
完

了
し
ま
し
た
」
と
の
メ
ー
ル
が
届
く
。

③
届
い
た
メ
ー
ル
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
す
る
。

①tutuji@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

②
し
ば
ら
く
す
る
と
、「
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
」と
の
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
く
。

③
届
い
た
メ
ー
ル
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
配
信
解
除
す
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
後

は
、
画
面
の
表
示
に
従
っ
て
登
録
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
・
解
除
の
メ
ー
ル
の
送
信
は
従

来
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
再
登
録

は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課	

☎
22-

２
２
３
５

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

吉
野
川
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
特

産
品
を
、「
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。
申
請

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
平
成

28
年
２
月
下
旬
開
催
予
定
の
認
証
委
員

会
で
の
審
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
お
よ
び
申
請
に
か
か

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
メ
リ
ッ
ト

○
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証

マ
ー
ク
の
商
品
へ
の
表
示

○
吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事

業
所
物
産
展
等
出
店
支
援
補
助
金
の
活

用○
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
金
を
い

た
だ
い
た
方
に
対
し
て
当
該
ブ
ラ
ン
ド

認
証
商
品
を
進
呈（
別
に
申
込
が
必
要
）

応
募
方
法　

申
請
書
お
よ
び
認
証
を
希

望
す
る
商
品
を
商
工
観
光
課
（
東
館
１

階
）に
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

１
月
29
日
㈮
必
着

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

市
商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係

	

☎
22-

２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

冬季の節電・省エネルギー対策について
～節電へのご協力をお願いします～

募

　集

教
育
委
員
長

委
員
長
職
務
代
理
者

登
録
の
手
順

解
除
の
手
順

平
成
28
年
度
市
立
小
・
中
学
校

入
学
に
つ
い
て

市
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
が

変
わ
り
ま
す

吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認

証
候
補
商
品
の
募
集
に
つ
い
て

教
育
委
員
長
が選

任
さ
れ
ま
し
た

QRコード（登録）

QRコード（解除）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
付
い
て
ね　

車
の
死
角
に　

子
ど
も
た
ち	

海
部　
　

樹
（
知
恵
島
小
学
校
５
年
）
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市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
資
格
等
を
証
す
る
書
類
の
コ

ピ
ー
を
添
付
し
、
各
求
人
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
／
書
類
お
よ
び
面
接

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
１
年
以
内

勤
務
時
間
／
週
29
時
間
以
内

そ
の
他
／
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
課
（
本
館
２
階
）

募
集
人
員

①
介
護
支
援
専
門
員	

若
干
名

②
看
護
師	

若
干
名

資
格
等

①
介
護
支
援
専
門
員

②
看
護
師
の
有
資
格
者

主
な
職
務
内
容

①
介
護
保
険
の
申
請
者
に
対
し
、
自
宅

や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
て
聞
き
取
り
調

査
を
実
施

②
介
護
予
防
教
室
で
の
健
康
相
談
お
よ

び
関
連
業
務
な
ど
（
介
護
予
防
事
業
）

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	

①
☎
22-

２
２
６
４

	

②
☎
22-

２
２
６
５

●
子
ど
も
相
談
室
（
本
館
１
階
）

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

教
諭
免
許
等
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許

職
務
内
容　

児
童
養
育
、
児
童
福
祉
、

母
子
・
父
子
家
庭
の
相
談
な
ど

月
額
賃
金　

15
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
12
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
子
ど
も
相
談
室	

☎
22-

２
２
６
７

●
図
書
館

募
集
人
員　

川
島
図
書
館
１
人

資
格
等　

図
書
館
司
書
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る

方職
務
内
容　

図
書
館
業
務
に
関
す
る
こ

と月
額
賃
金　

13
万
０
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
12
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
山
川
図
書
館	

☎
42-

５
２
２
２

●
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）

募
集
人
員　

１
人

資
格
等　

障
が
い
者
福
祉
ま
た
は
高
齢

者
福
祉
業
務
に
係
る
資
格
を
有
す
る

か
、
そ
の
職
務
経
験
の
あ
る
方
（
障
が

い
支
援
区
分
認
定
調
査
員
研
修
終
了
者

望
む
。）、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

職
務
内
容　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
申

請
者
へ
の
訪
問
調
査

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

申
込
期
限　

２
月
１
日
㈪

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課	

☎
22-

２
２
６
３

　

身
体
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
度

吉
野
川
市
臨
時
職
員
任
用
予
定
者
名
簿

に
登
録
希
望
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
の
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中

か
ら
臨
時
的
に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員

申
込
資
格

　

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
が
い
者
の
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
か
ら

６
級
ま
で
の
方
（
平
成
28
年
４
月
１
日

ま
で
に
交
付
見
込
み
の
方
を
含
む
）

②
自
力
に
よ
る
通
勤
が
可
能
で
、
か
つ
、

介
助
者
な
し
に
原
則
１
日
７
時
間
45

分
、
週
５
日
間
、
計
38
時
間
45
分
の
職

務
の
遂
行
が
可
能
な
方

③
活
字
印
刷
文
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
使
用

に
対
応
可
能
な
方

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
方

日
額
賃
金　

６
５
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

写
し
を
添
え
て
、
総
務
課
（
本
館
３
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
29
日
㈪

選
考
方
法　

書
類
選
考
な
ど

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
28
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

嘱
託
職
員
募
集

[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける。

平
成
28
年
度「
身
体
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」の
登
録
者
募
集

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　
「
カ
チ
ッ
」
と
な
っ
た
ら　

さ
あ
出
発	

青
木　

蘭
華
（
川
島
小
学
校
６
年
）
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平
成
28
年
度
吉
野
川
市
臨
時
職
員
任

用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的

に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員
・
労
務
作

業
員
・
学
校
技
能
員
等

※
学
校
技
能
員
の
み
65
歳
未
満
の
者

【
教
諭・保
育
士
等
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

保
育
士
資
格
等
、資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
等
】

保
健
師
免
許
、
管
理
栄
養
士
免
許
、
看

護
師
免
許
等
、
資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

日
額
賃
金

●
一
般
事
務
職
、
学
校
技
能
員
等

	

６
５
０
０
円

●
教
諭
、
保
育
士
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
（
免
許
、
資
格
必
要
）

	

８
０
０
０
円

●
教
諭
、
保
育
士
（
担
任
）

	

８
１
５
０
円

●
看
護
師
等
（
免
許
必
要
）

	

７
０
０
０
円

●
道
路
等
作
業
員	

８
３
０
０
円

●
清
掃
作
業
員	

９
４
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

履
歴
書
に
希
望
す
る
職
種

な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課

（
本
館
３
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
学
校
技
能
員
、
幼
稚
園
教
諭

希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課（
東
館
３
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
教
諭
・
保

育
士
・
看
護
師
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資

格
証
等
の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
販
の
履
歴
書
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　

１
月
29
日
㈮

選
考
方
法　
　

書
類
選
考
な
ど

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
28
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

市
教
育
総
務
課	

☎
22-

２
２
７
２

　
　
　

資
格
等　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
教

諭
免
許
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
み
の

方
）

日
額
賃
金　

７
０
０
０
円

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
28
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま

す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
館
３

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
11
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

対
象
者　

本
人
も
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー

が
吉
野
川
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

で
、
結
婚
を
前
提
に
お
付
き
合
い
し
て

い
る
カ
ッ
プ
ル
、
ま
だ
子
ど
も
の
い
な

い
夫
婦
、
第
１
子
を
妊
娠
中
の
夫
婦
、

結
婚
に
興
味
の
あ
る
20
歳
以
上
の
独
身

の
方

と
き　

２
月
13
日
㈯

	

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

内
容
（
少
子
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
）

○
パ
パ
セ
ミ
ナ
ー
「
料
理
教
室
」

○
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
「
運
動
教
室
」

○
昼
食
「
意
見
交
換
会
」

　

午
前
中
の
パ
パ
セ
ミ
ナ
ー
で
作
っ
た

料
理
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
。

○
合
同
セ
ミ
ナ
ー
「
有
識
者
を
交
え
た

相
談
会
（
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
等
）
」

参
加
費　

無
料

準
備
物

○
男
性　

エ
プ
ロ
ン

○
女
性　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
床
に

敷
け
る
も
の

募
集
人
数　

男
性
・
女
性
各
15
人

申
込
期
限　

１
月
29
日
㈮

申
込
方
法　

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１

階
）
に
参
加
申
込
書
を
提
出

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

	

℻
22-

２
２
４
５

平
成
28
年
度「
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」の
登
録
者
募
集

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」臨
時

職
員
の
登
録
者
募
集

[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける。

第
７
回
よ
し
の
が
わ
幸
せ
た
く

さ
ん
子
だ
く
さ
ん
セ
ミ
ナ
ー
In

か
も
じ
ま
参
加
者
募
集

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
こ
う
さ
て
ん　

わ
た
る
と
き
で
も　

こ
こ
ろ
あ
か	

松
村　

洸
希
（
学
島
小
学
校
１
年
）
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[照明]　不要な照明をできるだけ消す。

フ
ェ
ル
ト
ま
た
は
無
地
の
タ
オ
ル
）、
メ

ジ
ャ
ー
（
定
規
で
も
可
）、
は
さ
み
、
拡

大
鏡
な
ど
（
必
要
な
方
）

対
象
者　

吉
野
川
市
在
住
の
方

定
員　

10
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

と
き　

２
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

▼
出
演
の
部
（
午
後
１
時
～
４
時
30
分
）

合
唱
、ダ
ン
ス
、太
極
拳
、ピ
ア
ノ
、舞
踊
、

詩
吟
、
オ
カ
リ
ナ

▼
展
示
の
部

	

（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

写
真
、
陶
芸
、
短
歌
、
俳
句
、
ち
ぎ
り

絵
、プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、生
け
花
、

か
ず
ら
工
芸
、
折
り
紙
、
書
道
、
手
芸
、

川
柳
、
絵
て
が
み
、
革
製
品

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	
☎
25-

２
１
８
０

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
幼
児
期
の
学
校

教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
吉
野

川
市
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
３
月
に

「
吉
野
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
提

言
な
ど
を
い
た
だ
く
「
吉
野
川
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人

任
期　

２
年
間
（
平
成
28
年
４
月
～
平

成
30
年
３
月
ま
で
）

応
募
資
格

○
吉
野
川
市
在
住
で
、
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
（
た
だ

し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

は
除
き
ま
す
）

○
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
積
極

的
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方

○
任
期
中
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

（
年
２
回
程
度
）

応
募
期
間　

１
月
15
日
㈮
～
29
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提

出※
応
募
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本

館
１
階
）お
よ
び
各
支
所（
川
島・山
川・

美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

★
ビ
ー
ズ
ス
テ
ッ
チ
教
室

～
ス
パ
イ
ラ
ル
で
編
む

	

ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
～

と
き　

２
月
24
日
㈬

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

河
野　

由
美
子
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

１
９
９
０
円

持
参
物　

ビ
ー
ズ
マ
ッ
ト
（
無
け
れ
ば

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 1 月26日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

 2 月10日㈬ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 2 月16日㈫ 13:30～16:00 市交流センター人権擁護委員会室

 2 月23日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 2 月 1 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

 2 月 2 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

 2 月18日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

 2 月18日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 1 月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

 2 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限

第
６
期

２
月
1
日
㈪

※
累
計
は
平
成
27
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

10
月 1件

累
計 13件

救急出動

10
月

168
件

累
計

1,576
件

と
　
き　

１
月
31
日
㈰

	

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

内
　
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

相
談問

い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

吉
野
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
委
員
を
募
集

生
涯
学
習
講
座
～
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
受
講
生
募
集

川
島
町
文
化
祭
開
催
のお

知
ら
せ

催

　し

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
で　

も
し
も
し
う
ん
て
ん　

や
め
よ
う
よ	

湯
佐　

大
志
（
山
瀬
小
学
校
２
年
）
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[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の
電球形蛍光ランプやLED電球等を選択する。

　

全
国
間
税
会
総
連
合
会
な
ら
び

に
阿
波
麻
植
間
税
会
が
募
集
し
た

平
成
27
年
度
「
税
の
標
語
」
に
、

吉
野
川
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

５
９
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
37
点

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
募
集
は
、
将
来
を
担
う

小
・
中
学
生
が
、
税
に
関
す
る
こ

と
を
題
材
と
し
た
標
語
を
作
る
こ

と
で
、税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

全
国
間
税
会
総
連
合
会　

入
選

阿
部　

友
祐
さ
ん

	

（
市
立
川
島
中
学
校
２
年
）

阿
波
麻
植
間
税
会　

最
優
秀
賞

三
好　

可
南
さ
ん

	

（
鴨
島
東
中
学
校
３
年
）

阿
波
麻
植
間
税
会　

優
秀
賞

中
岡　

七
虹
花
さ
ん

	

（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）

齋
藤　

瞭
憲
さ
ん

	

（
川
田
小
学
校
６
年
）

問
い
合
わ
せ

阿
波
麻
植
間
税
会
事
務
局

	
☎
36-

３
２
２
８

　

除
草
・
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
　集

合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

西
側
）

作
業
日
時　

２
月
１
日
㈪

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
　集

合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

２
月
１
日
㈪

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　

県
内
の
医
療
機
関
で
は
、
毎
日

70
～
80
人
分
の
４
０
０
㎖
献
血
が

必
要
で
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
次
の
と
お
り

献
血
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

１
月
26
日
㈫

	

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

	

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所

※
４
０
０
㎖
献
血
（
体
重
50
㎏
以

上
、
男
性
17
歳
以
上
、
女
性
18
歳

以
上
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

	

☎
24-

５
２
２
２

　
　■

溶
接
加
工
科
（
６
カ
月
）

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要

な
図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取

り
扱
い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接
加

工
法
の
知
識
・
技
能
を
学
び
、
機

械
板
金
加
工
・
プ
レ
ス
機
械
作
業

な
ど
の
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
溶

接
技
能
者
評
価
試
験
に
任
意
で
挑

戦
す
る
こ
と
で
就
職
に
有
利
に
な

り
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
３
月
１
日
㈫
～
８

月
30
日
㈫
〕

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

２
月
１
日
㈪

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
修
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

と
き　

２
月
18
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

２
月
１
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

３
月
９
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

会
員
を
対
象
に
、
長
年
に
わ
た
り

無
事
故
・
無
違
反
で
、
交
通
規
則

を
よ
く
守
り
、
常
に
安
全
運
転
に

心
が
け
、
ほ
か
の
運
転
者
の
模
範

と
な
る
方
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、そ
れ
ぞ
れ
10
年
以
上
、

15
年
以
上
、
20
年
以
上
、
30
年
以

上
の
無
事
故
、
無
違
反
の
方
と
し

ま
す
。
該
当
の
方
は
１
月
20
日
㈬

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

阿
波
吉
野
川
警
察
署
内

吉
野
川
市
交
通
安
全
協
会

	

☎
25-

６
１
１
０

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

献
血
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

「
税
の
標
語
」
で
入
賞

募
集
訓
練
科

全国間税会総連合会で入選した阿部さん
（左から２人目）

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

献
血
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

巡
回
職
業
相
談

優
良
運
転
者
表
彰

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
て　

小
さ
な
ぼ
く
た
ち　

わ
た
っ
て
る	

和
田　

唯
里
（
川
田
小
学
校
３
年
）
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[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける
時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立

材
料
製
造
業
／
時
間
給
８
１
０
円

○
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業
／
時
間
給
８
４
０
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
／
時
間
給

８
０
５
円

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
労
働
局
労
働
基
準
部

	

賃
金
室

	

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
６
５

　
　
　

　
　
　

と
き

２
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
～
５
時

２
月
６
日
㈯

	
午
前
９
時
～
午
後
５
時

２
月
７
日
㈰

	

午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

※
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加

入応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
（
写
真
必
要
）
を
記
入
し
、

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
提
出
不
可
）

募
集
期
限　

１
月
22
日
㈮

選
考
試
験　

２
月
４
日
㈭
午
前
８

時
30
分
受
付

試
験
方
法　

面
接

問
い
合
わ
せ

阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
藤
原
70

-

１中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

	

総
務
課

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
７

　

徳
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
平

成
27
年
10
月
４
日
か
ら
時
間
額

６
９
５
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

設
定
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
に
つ

い
て
も
、
平
成
27
年
12
月
21
日
か

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
あ
わ
民
族
芸
能
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
１
６

～
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
に

	

還
る
瞬
間
～

と
き　

１
月
24
日
㈰

　
　
　
　

開
場
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　

開
演
午
後
１
時

入
場
料　

無
料

出
演
者　

森
藤
獅
子
舞
、
津
田
の

盆
踊
り
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
「
傾

城
阿
波
の
鳴
門
巡
礼
歌
の
段
」

○
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

	

〝
か
ぎ
ろ
ひ
〟

と
き　

２
月
７
日
㈰

　
　
　
　

開
場
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演
午
後
２
時

入
場
料　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
無
料
）

出
演
者　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
、
鳳
翔

童
太
鼓
か
わ
せ
み
、
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ

（
和
太
鼓
×
マ
リ
ン
バ
）
国
府
支

援
学
校
和
太
鼓
部

第
11
回
吉
野
川
市
・
阿
波
市

二
市
絵
画
交
流
展

○
子
ど
も
文
化
祭
＆
生
涯
学
習
発

表
会
・
展
示

と
き　

２
月
11
日
㈭
㈷　

	

開
演
午
後
１
時

入
場
料　

無
料

展
示
部

期　

間　

１
月
28
日
㈭
～
２
月
11

㈭
㈷

と
こ
ろ　

１
階
ロ
ビ
ー

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会　

　

～
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
～

と
き　

１
月
23
日
㈯　

	

午
前
10
時
30
分
～

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

～
物
忘
れ
対
策
・
食
事
の
工
夫
～

と
き　

１
月
27
日
㈬　

	

午
後
３
時
～
４
時

○
元
気
づ
く
り
体
操　

　

～
こ
と
ば
の
体
操
～

と
き　

１
月
28
日
㈭　

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
歴
史　

～
日
清
戦
争
～

と
き　

２
月
３
日
㈬　

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

★
お
知
ら
せ

　

Ｈ
28
年
度
の
講
座
・
教
室
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
３
月

31
日
㈭
必
着
（
郵
送
可
）

有
効
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
間
（
平
成
28
年
度
）

種
類　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、
運
搬
関

係
（
一
般
貨
物
運
送
業
許
可
業

者
）、
物
品
の
製
造
、
購
入
、
売

り
払
い
、
役
務
提
供
関
係

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
１-

１
４
０
２

阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
藤
原
70

-

１中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

	

業
務
課

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
７

℻
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
８

職
種　

一
般
事
務
（
文
書
作
成
・

表
計
算
ソ
フ
ト
が
使
用
で
き
る

方
）

募
集
人
数　

１
人

勤
務
先　

中
央
広
域
環
境
施
設
組

合
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

中
央
広
域
環
境
施
設
組

合
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
指
名
願
受
付
）

平
成
28
年
度

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

臨
時
職
員
募
集

徳
島
県
の
最
低
賃
金

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
き
ち
ん
と　

つ
け
た
か
な	

近
藤　

未
羽
（
川
田
中
小
学
校
４
年
）
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[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、
画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

■
国
民
年
金
の
被
保
険
者
区
分
は
次

の
３
種
類
で
す
。

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま

　

し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
と
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ

た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加
入
記

録
や
保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
が
こ

の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。
年
金
手

帳
は
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
年
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
４

月
末
に
口
座
振
替
す
る
と
、
割
引
額

が
２
年
間
で
１
万
５
０
０
０
円
程
度

と
な
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
２
月
末
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
金
融
機
関

の
確
認
印
が
必
要
で
す
）。

▽
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
通
帳
、

通
帳
の
届
け
出
印

▽
口
座
振
替
納
付
申
出
書
の
提
出
先

　

年
金
事
務
所
、
金
融
機
関
、
市
国

保
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

相
談
日
時
・
場
所

▽
１
月
28
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
２
月
25
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳

島
（
オ
フ
ィ
ス
）

	

☎
０
８
８
（
６
５
７
）
３
０
８
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、国
保
年
金
課
（
本

館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
中
の
方
は
、
手
続
き

不
要
で
す
）。
な
お
、
学
生
や
所
得

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
国
民
年
金

加
入
手
続
き
の
際
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
国
民
年
金
の
給
付
は
、
３
種
類
の

　

基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
２
年
前
納（
口
座
振
替
）

の
申
し
込
み
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ

る
出
張
年
金
相
談

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

老齢基礎年金
65歳から

生涯受けられます

障害基礎年金
病気やケガで障害の状態に
なった方が受けられます

遺族基礎年金
夫（妻）が亡くなったときに子のあ
る妻（夫）または子が受けられます

被保険者
の種類

第１号
被保険者

第２号
被保険者

第３号
被保険者

対象者
20歳以上60歳
未満の自営業
者、農林業者、学
生など

会社員、公
務員など

第２号被保険
者に扶養され
ている配偶者

保険料
国民年金保険料
【月額】15，590円
（平成２７年度）

労使折半で
保険料を負
担

被保険者本人
は保険料負担
を要しません

　

今
年
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、

ル
ー
ル
を
守
り
悲
惨
な
交
通
死
亡

事
故
「
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

☆
１
１
０
番
通
報
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト①
何
（
事
案
名
、
事
件
・
事
故
）

が
あ
り
ま
し
た
か
？

②
ど
こ
（
場
所
）
で
あ
り
ま
し
た

か
？　

近
く
の
目
標
物
（
目
印
）

は
？

③
何
時
に
あ
り
ま
し
た
か
？　

○

時
○
分
こ
ろ

④
犯
人
・
不
審
者
な
ど
は
？　

人

数
、人
相
、服
装
、逃
走
方
向
は
？

⑤
今
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

け
が
人
、
被
害
の
状
況
は
？

⑥
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
は
？

☆
１
１
０
番
通
報
は
慌
て
ず
落
ち

着
い
て

　

県
下
の
１
１
０
番
通
報
は
、
す

べ
て
県
警
察
本
部
の
通
信
指
令
課

に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令
課

は
、
１
１
０
番
通
報
を
受
け
る
と

同
時
に
、
通
報
先
を
管
轄
す
る
警

察
署
の
パ
ト
カ
ー
や
交
番
な
ど
の

警
察
官
を
現
場
へ
出
動
さ
せ
、
通

報
し
た
皆
さ
ん
の
緊
急
事
態
の
解

消
に
努
め
ま
す
。
通
話
中
で
も
パ

ト
カ
ー
や
警
察
官
が
現
場
に
向
か

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

☆
耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
方
は

○
メ
ー
ル
１
１
０
番

　
（http://toku110.jp

）

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
３
１
１
０

☆
警
察
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・

警
察
安
全
相
談

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０

	

〔
＃
９
１
１
０
〕

☆
犯
罪
被
害
者
相
談
・
心
の
ケ
ア

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

☆
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
ご
と
相
談

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０

☆
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
に
関
す

る
相
談

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４

☆
運
転
免
許
に
関
す
る
相
談

☎
０
８
８
（
６
６
２
）
０
５
６
１

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

緊
急
時
あ
な
た
を
守
る

緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番

お
急
ぎ
で
な
い
ご
相
談
は

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
通
ル
ー
ル　

み
ん
な
で
守
れ
ば　

明
る
い
未
来	

川
邊　

未
來
（
川
田
西
小
学
校
５
年
）
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[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める。

今
月
の
健
康

痛
風
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

痛
風
は
尿
酸
が
血
液
中
に
た

ま
り
、
そ
れ
が
針
の
よ
う
な
結

晶
に
な
っ
て
血
管
を
傷
め
る
だ

け
で
な
く
、
関
節
に
溜
ま
っ
て

結
節
を
作
り
、
激
し
い
痛
み
を

繰
り
返
す
関
節
炎
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
適
切
な
治
療
を
せ
ず

放
置
し
て
い
る
と
、
体
の
あ
ち

こ
ち
に
結
節
が
で
き
た
り
、
腎

臓
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
重
大

な
病
気
で
す
。

　

で
は
、
「
尿
酸
」
は
ど
こ
か

ら
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
体
や
食
べ
る
も
の

は
、
「
細
胞
」
で
で
き
て
い
ま

す
。
細
胞
の
核
が
肝
臓
で
処

理
さ
れ
て
、
た
ん
ぱ
く
質
の
老

廃
物
で
あ
る
「
尿
酸
」
が
作
ら

れ
、
そ
の
量
は
一
日
約
７
０
０

㎎
で
す
。
「
尿
酸
」
は
、
尿
か

ら
５
０
０
㎎
、
便
か
ら
２
０
０

㎎
排
泄
さ
れ
、
健
康
を
保
っ
て

い
ま
す
が
、
過
食
や
多
量
飲

酒
、
運
動
不
足
な
ど
で
生
活
習

慣
が
乱
れ
て
く
る
と
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
排
泄
が
で
き
な

く
な
り
、
血
中
で
漂
っ
て
い
る

う
ち
に
結
晶
化
し
、
悪
さ
を

す
る
の
で
す
。
血
中
の
尿
酸
が

７
・
１
㎎
／
㎗
以
上
を
高
尿
酸

血
症
と
い
い
ま
す
。
あ
な
た
の

血
管
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

２
月
号
は
、
「
爪
」
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

MR2期・二種混合、高齢者肺炎球菌の接種期限のお知らせ
●麻しん風しん（MR）２期・二種混合の予防接種

●高齢者肺炎球菌の予防接種

　予防接種の接種期限が３月31日（木）までとなっています。対象の方は、体調が良い時に早めに接種
してください。ただし、二種混合については、対象年齢までは接種可能です。
※予診票を紛失された方は、再発行しますので健康推進課（本館１階）までご連絡ください。

　　麻しん風しん２期：平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
　　二種混合（ジフテリア・破傷風）：11歳以上13歳未満の方

　予防接種の接種期限が３月31日（木）までとなっています。対象の方は、体調が良い時に早めに接種
してください。
◆平成27年度対象者
　①平成27年度に次の年齢となる人（ただし、接種日に吉野川市に住民票を有する人のみ）

年齢 生年月日
65歳 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生の方
70歳 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生の方
75歳 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生の方
80歳 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生の方
85歳 昭和 ５ 年４月２日生～昭和 ６ 年４月１日生の方
90歳 大正14年４月２日生～大正15年４月１日生の方
95歳 大正 ９ 年４月２日生～大正10年４月１日生の方
100歳 大正 ４ 年４月２日生～大正 ５ 年４月１日生の方

②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免
　疫の機能に障がいがある方（健康推進課に問い合わせてください）
　なお、①対象者の人には、平成27年３月末に通知書・予診票を送付しています。

◆接種負担金
　４,000円（ただし、生活保護受給者は免除）

◆接種
　接種回数は１回です。ただし、過去に一度でも肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのある方は、
　当予防接種の対象外です。

対象者

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
き
け
ん
だ
よ　

大
事
な
命　

大
切
に	

市
原　

龍
之
介
（
種
野
小
学
校
６
年
）
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吉野川市 子育て支援施設 ２月の行事予定
【マークの説明】	 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
	 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場　所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）

鴨島町鴨島380番地
（認定こども園めぐみ
幼稚園めぐみ保育園内）

鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 25-6616 38-9117
24-2435 24-2379 22-2277 25-4985 42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 ９時～17時 ９時～15時 10時～18時（月～金）
13時～18時（土曜日） ９時30分～18時 10時～17時（月～金）

13時～17時（土曜日）
10時～17時30分（月～金）
13時～17時30分（土曜日）

1 月 D親子 自由遊び A親子 園庭開放 A親子 節分を楽し
もう！ Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

2 火 A親子 子育て何で
も相談 D★親子 ヘッドスパ D 自由遊び

Ａ★親子
Ａ親子
Ｐ★児

まめまき＆クッキング
ほっとティーブレイク
まめまき＆クッキング

D 自由遊び A親子 たんぽぽカ
フェ

3 水 A親子 節分de豆ま
き

A親子2歳
P★親乳

コアラルーム
BPプログラムP★児

節分を楽し
もう！

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 A親子

P児 節分ゲーム A親子
P児

節分行事
豆まき

4 木 A★親 怒鳴らない
子育て法

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム D 自由遊び Ｐ★児 硬筆教室 Ｄ 自由遊び P児 おやつ作り

5 金 A★親子 親子で楽しく工作
（おひなさまづくり）D親子 自由遊び A親子

P★児
防災について学ぼう
クラフトバック作り

Ａ★親子
Ｐ★児

避難訓練と
お誕生会 D 自由遊び D 自由遊び

6 土 A親子 寒川伊佐男先
生の育児講座 P 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

7 日

8 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んとあそぼう A親子 園庭開放 A親子 リズム遊び Ｐ★児 絵画教室 D 自由遊び D 自由遊び

9 火 A親子 絵本の読み
聞かせ A親子 子育て相談

身体測定
A親子
P★児

乳幼児子育てひろば
絵画教室

Ａ★親子
Ａ親子

みんなで楽しくリトミック	
ほっとティーブレイク P児 おやつ作り A親子 ダルクローズ

リトミック

10 水 A★親子 キラキラビーズ
ブレスレットづくり

A親子
P★親乳

さめしまおばさんと遊
ぼう♪		BPプログラム A親子 紙芝居の日 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P児 手芸の日

11 木 祝日休館

12 金 D★親子 警察署見学＆あす
たむらんど徳島 A親子 のんびり

ティータイム P児 紙芝居の日 Ａ★親子
Ａ親子

ぴよぴよ広場
身体測定・育児相談D 自由遊び P児 英語教室

13 土 A★親子 ミニひな人形
づくり A★児 合同ボウリ

ング大会 Ａ★児 合同ボウリ
ング大会 A児 吉野川市児童館

ボウリング大会 A★児
合同ボウリ
ング大会

14 日

15 月 A親子 遊びの玉手
箱 A親子 園庭開放 P★児 作ってみよ

う♪ Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び P★児 絵画教室

16 火 A★親
A★親子

ピラティス体験会
Let's	Enjoy	English	A★親乳

ベビー
マッサージ P児 空手教室 Ａ親子

Ｐ親子児
ほっとティーブレイク
おはなし会

A親子
P児 工作 A親子 たんぽぽ

カフェ

17 水 A親子 こどものため
の食育サロン

A親子
2歳児

コアラ
ルーム A★親子 助産師による産後

メンテナンス教室
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

18 木 A★親 怒鳴らない
子育て法

A親子
P★親乳

カンガルールーム
BPプログラム A★親子

猫チャームの
ネックレス作り

Ｐ★児
Ｐ★小学生

書道教室
スポーツクラブ P児

２月・３月生ま
れの誕生会 A★乳・幼 ベビーマッサージ

19 金 A親子 育児相談 D親子 自由遊び P児 クッキング
タイム Ｐ★児 茶道教室 D 自由遊び D 自由遊び

20 土 D親子 自由遊び A親子幼児 木のおもちゃたくさ
んあればおもしろい Ｄ 自由遊び P児 愛館日 P 自由遊び

21 日

22 月 D親子 身体測定 A親子 園庭開放 P児 防災につい
て学ぼう Ｐ★児 絵画教室 A親子 絵本の読み

聞かせ D 自由遊び

23 火 A親子 リトリト・
リトミック A親子 子育て相談 P★児 絵画教室 Ａ親子 ほっとティー

ブレイク D 自由遊び A親子 たんぽぽ
カフェ

24 水 D親子 川田３幼稚園・種野
幼稚園との交流会

A親子
P★親乳

イザヤ先生と英語で遊
ぼう♪		BPプログラム A★親子

ティータイム
＆クッキング

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P児 手芸の日

25 木 A★親子 赤ちゃんヨガ
＆マッサージ

A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

A親子
P★児

絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 P児 プチ生け花 P児 おやつ作り

26 金 A★親子 誕生会
写真撮影 A親子 楽しい

クッキング P★児 生け花
クラブ

Ａ★親子
Ｐ★児 お楽しみ会 P親子児 茶道 D よみきかせ

27 土 D親子 自由遊び P 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P 自由遊び

28 日

29 月 D親子 自由遊び A親子 園庭開放 D 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P児 やさかあそべぇ
（運動教室）

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。	※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

[電力消費機器]　本体の主電源を切る。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
と
め
て　

自
転
車
へ	

久
保　

志
音
（
鴨
島
東
中
学
校
３
年
）
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[電力消費機器]　 長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。

２月の介護予防教室

２月のリハビリ教室

１月 ２月 医　院　名 電話番号
13 � 鈴木内科（喜来） 24-3413
14 19 富 本 医 院 42-3123
15 鴨 島 病 院 24-6565
16 � 岸 整 形 外 科 25-3133
⑰ 18 松 永 医 院 42-2110
18 25 中西内科クリニック 42-6755
19 27 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
20 20 大 内 整 形 外 科 24-3058
21 23 杏 和 医 院 22-0333
22 29 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
23 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
� 矢 田 医 院 25-2006
25 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
26 麻名内科外科クリニック 26-0020
27 森 住 内 科 医 院 22-3010
28 さ く ら 診 療 所 42-5520

１月 ２月 医　院　名 電話番号
29 石原内科循環器科 24-2536
30 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
� 木村内科胃腸科 24-6413

1 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
2 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
3 糸田川クリニック 24-7555
4 知恵島皮膚科診療所 36-9012
5 よしのがわ往診診療所 36-1850
6 梶本胃腸科内科 24-2413
⑦ 谷 医 院 42-2353
8 和田耳鼻咽喉科 24-2566
9 石 原 小 児 科 24-2388
10 古本内科クリニック 24-7377
⑪ 鈴木内科（敷地） 24-5880
12 美 摩 病 院 24-2957
13 杉 山 医 院 25-2802

１月 ２月 医　院　名 電話番号
⑭ 阿 部 整 形 外 科 24-4880
15 四 宮 医 院 25-2016
16 糸 田 川 眼 科 24-2531
17 渡 辺 医 院 24-7177
22 工 藤 内 科 医 院 42-3113
24 井 内 内 科 24-3070
26 高橋皮膚科クリニック 24-5122

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

☆平日／18時～22時		☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
	（☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

１月・２月
夜間・休日在宅当番医表

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 火 ９:00～10:30 川島公民館神後分館 川 島

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
　
相
　
　
　
　
　
談

3 水 ９:00～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 口腔（こうくう）ケア
13:00～14:30 上浦地区公民館 鴨 島

4 木 ９:00～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 口 腔 ケ ア
5 金 13:00～14:30 瀬詰老人会館 山 川 口 腔 ケ ア

8 月
９:00～10:30 森藤集会所 鴨 島
13:00～14:30 立石公会堂 川 島 口 腔 ケ ア
13:00～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

9 火 ９:00～10:30 川島公民館学西分館 川 島
13:00～14:30 牛島集会所 鴨 島 口 腔 ケ ア

10 水 13:00～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話
15 月 ９:00～10:30 山瀬地区公民館 山 川

16 火 ９:00～10:30 三山老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話
13:00～14:30 湯立会館 山 川

17 水 ９:00～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
18 木 ９:00～10:30 こだま会館 川 島 口 腔 ケ ア
19 金 13:00～14:30 飯尾会館 鴨 島
22 月 ９:00～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷
23 火 ９:00～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
24 水 13:00～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島
25 木 ９:00～10:30 東児島老人憩の家 川 島 栄 養 の お 話

26 金 ９:00～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島
13:00～14:30 上谷集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア

２
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 火 9:40～11:30 湯立会館 山 川 ･血圧測定

･理学療法士による個別
　運動指導
･集団体操

10 水 9:00～11:00 川島公民館　久保田分館 川 島
12 金 9:00～11:00 喜来老人憩の家 鴨 島
18 木 13:00～15:00 山路東原集会所 鴨 島

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
手
に
持
っ
た　

携
帯
・
ス
マ
ホ
が　

事
故
起
こ
す	

黒
田　

海
希
（
鴨
島
第
一
中
学
校
２
年
）
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連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１
月
、２
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

※
事
前
の
申
込
が
必
要

　
　
　

　
　
　

　
　
　

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本
の

よ
み
き
か
せ
会

と
き　

２
月
13
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

２
階
和
室

参
加
費　

無
料

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
監
殺
」	

古
野
ま
ほ
ろ　

著

「
悪
の
力
」	

姜
尚
中　

著

「
新
し
い
道
徳
」	

北
野	

武　

著

「
う
ず
ら
大
名
」	

畠
中	

恵　

著

「
プ
ラ
ー
ジ
ュ
」	

誉
田	

哲
也　

著

【
児
童
書
】

「
だ
れ
の
も
よ
う
か
な
？
」

	

ネ
イ
チ
ャ
ー
＆
サ
イ
エ
ン
ス	

著

「
ほ
し
じ
い
た
け
ほ
し
ば
あ
た
け
」	

	

石
川	

基
子　

著

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
29
日
㈮
、２
月
26
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

１
月
30
日
㈯
（
め
い
た
ん
て
い
ラ

ス
カ
ル
）、
２
月
６
日
㈯
（
ド
ナ

ル
ド
・
ダ
ッ
ク
）、２
月
20
日
㈯（
お

じ
ゃ
る
丸
ス
ペ
シ
ャ
ル
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

　
　

　
　◆

開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
29
日
㈮
、２
月
29
日
㈪
）

◆
手
作
り
教
室
︱
万
華
鏡

と
き　

２
月
20
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

講
師　

西
山　

欣
子
さ
ん

受
講
料　

無
料

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
新
た

な
る
希
望
に
満
ち
た
年
を
迎
え
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
夢
や
目
標
を

持
ち
、
楽
し
く
充
実
し
た
す
ば
ら

し
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
夏
休
み
に
募
集
し
、
吉

野
川
市
文
化
祭
に
展
示
し
た
青
少

年
非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
今
年
の
干
支
は

「
申
（
さ
る
）」
で
す
ね
。「
申
」

は
「
去
る
」
を
意
味
し
、「
病
が

去
る
」
な
ど
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
、ま
た
、古
来
か
ら
「
赤

い
も
の
」
は
病
気
よ
け
や
魔
よ
け

と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
申
年
に

赤
い
下
着
を
贈
る
と
病
が
治
る
。」

な
ど
の
言
い
伝
え
が
日
本
各
地
に

残
っ
て
い
ま
す
。
四
国
地
方
で
は

「
贈
ら
れ
た
下
着
を
身
に
つ
け
る

と
病
が
治
る
。
こ
っ
そ
り
し
ま
っ

て
お
く
と
幸
福
が
訪
れ
る
。」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
（
※

諸
説
有
り
）。
皆
さ
ん
も
、「
赤
い

下
着
」
の
パ
ワ
ー
で
今
年
１
年
良

い
年
に
し
ま
せ
ん
か
？
（
編
）

編
集
後
記

図
書
だ
よ
り

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

青
少
年
非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー

青
少
年
育
成
補
導

冬
の
さ
ん
ぽ

牛
島
小
学
校　

森
本　

芽
依

空
か
ら
白
い
粉
が

ま
い
お
り
る

私
の
ほ
ほ
に

ピ
タ
ッ

思
わ
ず
手
で
ほ
ほ
を
お
さ
え
る

歩
い
て
い
く
う
ち
に

見
る
見
る
道
に
つ
も
っ
て
い
く

ま
る
で

白
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
し
い
た
よ
う
に

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
10
号
」よ
り

鴨島小
上藤　幸歩

鴨島東中
清水　咲里

川田西小
福岡　怜奈

森山小
槙納　美里

山川中
𠮷田　柊輝

県立川島中
中尾　優花

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
徳
島
県　

事
故
数
最
小　

目
指
し
ま
せ
ん
か
？	
川
人　

瑠
未
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

2016年（
平

成
28年

）1月
号

通
巻

136号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
１
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